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Abstract
Agarwood produced in Aquilaria agallocha and/or A. sinensis is important as a perfume, but also 
very old traditional medicine having mental benefit used in China and Japan.　It has been evident 
that when plants get stimulus from bacteria and/or insects, various defense materials are 
accumulated.　Agarwood production is also suggested to be same way.　The author had a chance 
of observation in the Institute of Tropical Bioscience and Biotechnology in Hainan in China and found 
a big collection of agarwood specimens collected from the world.　Furthermore, we noticed that 
the institute isolated many kind of constituents from agarwood like sesquiterpenes, phenethyl 
chromones and its glycosides, hybrid type of structures between sesquiterpenes and phenethyl 
chromone and CC binding dimer of phenethyl chromone and so on.　It is not clear which components 
can be used as a standard for the quality control of agarwood yet although several pharmacological 
investigation studied.　It is notable that they found the production methodology of artificial 
agarwood using the injection method of unknown solution licensed resulting in practical production 
in China, Laos and Thailand.
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要　旨
沈香は香料としてばかりでなく、精神作用を持つ伝統薬としても中国や日本で古くから用いられて来
た。植物が細菌や昆虫から刺激を受けた時色々な防御成分が発現する事は良く知られている。沈香も同
様な作用で生成するものと考えられている。筆者は海南熱帯生物科学技術研究所を訪れて、世界中から
集められた沈香のサンプルを見る機会を得た。更に同研究所で沈香から種々の成分、例えばセスキテル
ペン類、フェニールエチルクロモン類、その配糖体、セスキテルペンとフェニールエチルクロモンの結
合体、フェニールエチルクロモンの２量体等の単離構造決定を行っていることを知った。２　 ，３　 の成分
の薬理学的研究は行われているものの、どの成分を用いて品質評価を行うかは決まっていない現状であ
る。同研究所で特許化された特殊の液をジンコウの幹に注入することで樹脂が生産・蓄積する人工沈香
の実用生産に中国、ラオス、タイ等で成功したことは高く評価される。
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総　　説 
は じ め に
沈香が日本でお目見えするのは推古天皇の時
代で、淡路島に漂着したのが最初と言われてい
る。その物を燃やすと芳香を放つことから朝廷
に上納したと『日本書紀』に伝えられ、以来大
変重要な香料として扱われて来た。正倉院には
重さが １０kg を超え、長さが １５６cm、最大径が 
４０cm を超える大きな沈香が保存されており、
時代の権力者達が少しずつ削り取り香にしてい
たことが記録されている。このように沈香はお
香の分野では大変重要な位置を占めている。日
本における沈香の生産は皆無なので全て海外か
らの入手に依存していた。ちなみに徳川家康が
海外貿易を行った朱印船貿易の真の目的が東南
アジアにおける沈香の買い付けであったと言わ
れている。同じ木から採取した沈香でも部位に
より微妙に香りが違ってくるため、香道におい
て数種の香をたき香の種類を言い当てる組香に
おいて特に適している香と言われてきた。薬用
としても古くから知られていた。中国において
南北朝時代（５―６世紀）の名医・陶弘景の『名
医別禄』に収載され、１６世紀末李時珍の著『本
草綱目』にも当然載っている。それらを基に近
年の『中薬大事典』に書かれている薬効につい
て触れてみると以下の通りである。精神的に興
奮気味になっておこる喘息や嘔吐、しゃっくり、
大腸が弱った時の便秘、精神的な頻尿、男性の
精力減退等に有効となっている１）。これらの薬
効から見て沈香は精神面に作用する生薬と言え
る。
植物に対して外部からの刺激、すなわち微生
物や昆虫等による攻撃を受けた場合、植物自身
は色々な防御反応を起こすことが知られている。
例えば SOS と呼ばれる成分を発生し、助けを
求める防御をしている植物もある。ある種のダ
ニがマメを食害すると SOS 成分であるテルペ
ン類を発生、その信号をキャッチした他のダニ
が食害したダニを捕食するという仕組みがある。
我々の研究でも植物の生体防御が明らかとなっ
た。すなわち、薬用植物のコガネバナ（生薬黄
 の基原植物）が細菌の攻撃を受けるとパーオ
キシダーゼが生産され殺菌作用の強い過酸化水
素を発生し、障害個所の防御をスタートさせる。
過酸化水素はコガネバナ自身に対しても毒性が
あるので、その毒性を軽減するために、コガネ
バナの主要成分であるバイカリン（フラボノイ
ドのグルクロン酸配糖体）のグルクロン酸を加
水分解するためのグルクロニダーゼを生産、グ
ルクロン酸の脱離したアグリコンであるバイカ
レインになり、このもの自身が過酸化水素で酸
化される。この方法によりコガネバナ自身は過
酸化水素から身を守りつつ、外敵の細菌類から
身を守っていることが明らかとなった２）。これ
らの他にも、植物に傷がつけられるとヤニ（モ
ノテルペンやジテルペン等）を出し生体防御を
している。沈香についての詳細は分かっていな
いが、傷ついたり、細菌感染を受けたりすると、
導管や木部に樹脂やテルペン類を蓄積し生体防
御を行い、沈香となり身を守っているものと推
察される。
１．植物学的考察
沈香を作る植物としてのジンコウ Aquilaria agal-
locha Roxb. はジンチョウゲ科に属し、３０m に達
する高木で、図１はジンコウの枝葉である。葉
は披針形で長さ６～ ９cm、互生しわずかに革質
を帯び全縁である。花は白色で花弁は５裂し、
白色の繊毛に覆われる。開花期は３～４月で、
結実期は６月頃である。分布は広西、広東、台
湾、インド、マレーシア、インドネシア、ベト
ナム等に自生し、また、栽培される。
もう一種のハクモッコウ A. sinensis（Lour.）
Gilg もジンコウとほぼ同様な形態で高木とな
る。広東、広西、台湾に自生し、また、小規模
な栽培が行われている。これらは土沈香、海南
沈香と呼ばれる。
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２．沈香の品質評価
沈香の断面には樹脂の詰まり具合により種々
の模様が見られ、千鳥（淡明、褐色の線が交差）、
笹様（ささず；放射断面に縦線が走る）、鶉様
（うずらず；濃淡鳥模様）、伽羅（きゃら；樹脂・
芳香性化合物が詰まり最良品）等と区別される。
又、以前は品質の良い沈香として白菊、雲井桜、
蘭奢待（らんじゃたい；「東大寺」とも呼ばれ
最高級品で前述の正倉院に保存されている沈香）
等の呼び名も有ったが、現在では余り使われな
いようである。沈香の品質を評価する方法とし
て水に沈むか否かを調べることも行われている。
図２は水に沈んだ沈香で、高密度に樹脂等が詰
まって比重が１以上である事を物語っている。
含有成分の比重が１以上で水に沈む生薬として
は沈香の他にチョウジ（丁字、丁香）がある。
又、２０１７年１０月に学会のエクスカーションで
訪れて見る事が出来た種々の沈香を図４に示す。
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図１　ジンコウの茎葉
図２　水に沈んだ沈香
図３　中国熱帯農業科学院熱帯生物
技術研究所と内部の沈香陳列室
近年は多種の含有成分が単離同定されてきた
ので、それら成分による品質評価も試みらえて
いる。沈香の主たる成分は以下である（図５）。
図５の化合物群を整理すると、Ａはセスキテ
ルペン類で、テルペン類の中では圧倒的に含量
が高い３）。Ｂはクロモンにフェネチール基が結
合したもので、沈香に特徴的な成分である４）。
なお、ダイマーも単離されている。Ｃはクロモ
ンにセスキテルペンが結合し、さらにフェニー
ル酢酸がエステル結合している。Ｄはクロモン
類（Ｂ）の配糖体である５）。Ｅはクロモン類（Ａ）
にフェニールブチル基が CC 結合した化合物群
である６）。さらに最近クロモン類とセスキテル
ペンの結合した成分やクロモン類のダイマー等
も単離構造決定されている７）。以上の含有成分
は産地によってかなりの差があり、どの成分を
マーカーとして品質評価を行うべきか、未だ結
論には至っていない。
的確な品質評価を行うには有効成分をマーカー
とした方法がベストである。同研究所でも抗が
ん作用をねらって各種がん細胞系による阻害作
用を調査しているが、既成の抗がん剤に勝るも
のは見つかっていない。また、認知症を目途に
アセチルコリンエステラーゼ阻害も調べている
が、既存の医薬品であるタクリンに比べてそれ
を抜く活性をもつ化合物は見出されていない。
現在はドイツとの共同研究に力を入れていると
のことで、早晩活性成分も色々出て来るものと
推測される。
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図４　種々の沈香
Ａ　根の形を残した沈香（直径 ５０cm 以上、
ベトナム産）
Ｂ　樹皮が沈香となっている（べトナム産）
Ｃ　背丈が ２m 程の沈香（ベトナム産）
Ａ
Ｂ
Ｃ
３．新しい沈香生産
古来より沈香を生産するためにジンコウの幹
に斧で傷つけたり、穴を開けて土を詰めたりし
て、刺激を与えていた様であるが沈香を作る確
率は非常に低かったと言われている。そこで近
年上述の中国熱帯農業科学院熱帯生物技術研究
所で人工沈香の生産に成功したとのことなので、
その手法と生産された沈香を視察した。図６が
そのステップをしめしている。
Ａは先ず斧で幹を削り取る。そこへ穴を開け
チューブを差し込む（Ｃ）。Ｂに特殊な液（特
許で内容物は不明）が入っており、ジンコウの
導管を伝わって液が注入される。気温の高い時
期は注入速度を速め、低い時期にはゆっくりと
注入するそうである。Ｄはラオスにおける実証
実験の状況である。タイ等熱帯アジア各地でも
実験が進んでいるとのことである。
Ｅは小さな幹の一部を切断したもので、明ら
かに樹脂が沈着していることが分かる。Ｆは数
年後に沈香を掘りだした状態で、人工沈香の誕
生である。
Ｇは幹全体を沈香部分に整えた状況である。
Ｈはラオスにおいて実際に人口沈香を生産して
いる状態である。
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図５　沈香から最近単離構造決定された化合物
Ａ Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
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図６　人工沈香の生産
Ａ
Ｂ Ｃ
Ｄ
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Ｅ
Ｆ
Ｇ
４．お わ り に
上記研究所では世界中の沈香を集めており、
世界で最も充実した標本だと受け止めている。
今年度中に新しい展示室を設置するとの事で、
名実共に世界を代表する沈香博物館になるもの
と思われる。また、人工的に作り出す沈香の生
産も実用レベルに進んでおり、沈香に関するイ
メージが一変することであろう。前述の通り沈
香は香としてのみでなく、薬用としても長く使
い継がれてきている。沈香の臨床応用の範囲は
広く、あらゆる気分の不調を治すと言われ８）、
現代人に多くなっている心の病にフィットする
生薬と言えそうである。沈香が容易に入手可能
になれば心の病に福音をもたらすかも知れない
と期待しているところである。
図７は同研究所で開発し既に市販されている
香を楽しむための線香である。実際に匂いを嗅
いでみると心が落ち着く感じを受けている。
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